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                         1996 年設立 会員 約 25 名 

                          

 

 

◎ 会の概要  

路面電車及び LRT を中心に、札幌及び札幌都市圏の交通を、

市民の立場から考え、発信を続けております。  

設立以来、会長を務めて来た、吉見 宏氏が 2023 年 1 月に

逝去いたしましたが、本年は新体制で活動を継続いたします。                        

副会長 松村耕一 

◎ 2023年の主な活動 

・ 例会(原則として月 1回 各地の事例報告など) 

・ ｢札幌都心交通再考フォーラム｣の開催 

(2023年 10月 15日 北海学園大学 約 80名参加) 

・  上記フォーラムの開催 PRを兼ねた、貸切電車｢LRT号｣の企

画と運行(8月～12月・計 6回) 

 

 2023年 8月～12月にわたり、各月ごとにテーマを決めた｢LRT号｣を運行 ↑ 

(2021年 9月 10日撮影) 

 

                           1988 年 7 月設立  会員 50 名 

                           会費 団体 10000 円 

 

【発足の目的】 

1937 年に日中戦争が勃発し、国内が労働不足となり 1940 年から電車の車掌に女性が採用されました。 

その後、さらに男性乗務員不足となり運転士にも配属されました。 

 その戦前・戦後の大変な時期に若い青春時代を懸命に市民の脚を守るために努力してきたことを「箱

館ハイカラ號」として復元運行させようと発足した。 

 

【会の情報】 

 所在地：北海道函館市松川町 15-4 電話：0138-40-2880 

 令和５年度 5 月 駒場車庫前の交通部施設内に花壇を設置し美化活動を実施 

       6 月 駒場車庫から湯川方面までの沿線の清掃活動を実施 

          運行 110 周年の記念としてハイカラ號の貸切運行を実施 

       7 月 路面電車感謝祭の実施に伴い、協賛団体が製作した足こぎトロッコの「レトロッ 

          コ」の運行の支援活動を実施 

         以降、イベント等を企画、実施 

函館チンチン電車を走らせよう会 

      札幌 LRTの会 

 


